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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤、緑及び青個別の有機エレクトロルミネッセンス素子からなる画素が複数個マトリッ
クス状に配置されたパネル面を有する表示パネルに設けられる、表示パネルの色合い調整
回路において、
　基準電圧を生成する基準電圧生成部と、
　前記基準電圧を分圧して複数の分圧電圧を生成する分圧回路と、輝度調整信号に基づき
、前記分圧回路から前記分圧電圧を選択して出力する選択回路と、を備え、選択された前
記分圧電圧を電流に変換して一括調整電流を生成する一括調整部と、
　赤、緑、青個別の色調整信号に基づき、前記一括調整電流を基に赤、緑、青個別の個別
調整電流をそれぞれ生成する赤、緑、青個別の個別調整部と、
　前記各個別調整電流をそれぞれ駆動して赤、緑、青個別の個別駆動電流を生成する駆動
部と、
　前記各個別駆動電流を出力して前記赤、緑及び青個別の有機エレクトロルミネッセンス
素子をそれぞれ発光させる出力段と、
　を備えたことを特徴とする表示パネルの色合い調整回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示パネルの色合い調整回路において、
　前記一括調整部は、
　第１の演算増幅器を用いて前記選択された分圧電圧を分圧電流に変換し、この分圧電流
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を抵抗及びトランジスタを用いて定電流化して前記一括調整電流を出力する電流変換・定
電流回路で構成することを特徴とする表示パネルの色合い調整回路。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれかに記載の表示パネルの色合い調整回路において、
　前記各個別調整部は、
　前記各色調整信号に基づきオン／オフ動作して前記各個別調整電流を生成する並列接続
された複数のトランジスタを有する１：Ｎ（但し、Ｎは任意の正の整数）の比の第１のカ
レントミラー回路で構成することを特徴とする表示パネルの色合い調整回路。
【請求項４】
　請求項３に記載の表示パネルの色合い調整回路において、
　前記駆動部は、
　前記第１のカレントミラー回路で生成された前記各個別調整電流を駆動する並列接続さ
れた複数のトランジスタを有するＮ：Ｎの比の第２のカレントミラー回路と、
　前記第２のカレントミラー回路で駆動された前記各個別調整電流を増幅して前記各個別
駆動電流を生成する第２の演算増幅器とで構成し、
　前記出力段は、
　前記各個別駆動電流を出力する並列接続された複数のトランジスタを有するＮ：Ｎの比
の第３のカレントミラー回路で構成したことを特徴とする表示パネルの色合い調整回路。
【請求項５】
　請求項１に記載の表示パネルの色合い調整回路において、
　前記各個別調整部は、
　前記各色調整信号に基づきオン／オフ動作して前記各個別調整電流を生成する並列接続
された複数のトランジスタを有し、該各トランジスタの幅及び長さは同一値にし、レイア
ウト上、該複数のトランジスタの中央を中心にしてミラー比が異なる該トランジスタを均
等に配置してトランジスタ数だけで１：Ｎ（但し、Ｎは任意の正の整数）の比の電流を作
り出す第１のカレントミラー回路で構成することを特徴とする表示パネルの色合い調整回
路。
【請求項６】
　前記個別調整部は、赤、緑、青それぞれの色の有機エレクトロルミネッセンス素子の特
性に応じて設定されることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の表示パネル
の色合い調整回路。
【請求項７】
　前記一括調整部は、前記赤、緑、青の有機エレクトロルミネッセンス素子からなる表示
パネルの全体の輝度を前記選択回路で設定することを特徴とする請求項１～６のいずれか
１項に記載の表示パネルの色合い調整回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機エレクトロルミネッセンス素子（以下、「有機ＥＬ素子」という。）を
用いた有機ＥＬパネル等の薄型多色表示パネルにおける色合い調整回路に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、薄型多色表示パネルにおける色合い調整回路に関する技術としては、例えば、次
のような文献に記載されるものがあった。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－４２８２３号公報
【特許文献２】特開２００１－１３４２５５号公報
【特許文献３】特開平７－１２９１００号公報
【特許文献４】特開平８－２８６６３６号公報
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【０００４】
　特許文献１には、多色発光表示パネルであるパッシブマトリックス構造を有する有機Ｅ
Ｌパネルの駆動装置の技術が記載されている。有機ＥＬパネルには、パッシブマトリック
ス構造のものとアクティブマトリックス構造のものとがある。パッシブマトリックス構造
のものは、カラム電極（列電極、陽極線、或いはドライブ線とも言う。）とロウ電極（行
電極、陰極線、或いは走査線とも言う。）との交差箇所にＥＬ素子が設けられ、カラム電
極からロウ電極の方向に、発光閾値電圧を超える直流駆動電圧をＥＬ素子に印加すれば、
当該駆動電圧に応じた電流に比例した発光輝度を呈し、印加される直流駆動電圧が発光閾
値電圧以下であれば、駆動電流が流れず、発光輝度も零に等しいままである。
【０００５】
　この特許文献１における有機ＥＬパネルの駆動装置では、互いに交差する複数のカラム
電極及び複数のロウ電極と、カラム電極及びロウ電極による複数の交差位置各々にてロウ
電極及びカラム電極間に接続された極性を有し発光色の違いで複数種類（赤（Ｒ）、緑（
Ｇ）、青（Ｂ））に分けられる複数のＥＬ素子とを備え、同一のカラム電極上には同種類
のＥＬ素子が配置されている。そして、ロウ電極には、第１電位とこの第１電位よりも高
い第２電位が選択的に接続され、カラム電極には、駆動電流を供給する電流源とＥＬ素子
の発光閾値電圧以下のオフセット電圧を印加するための第３電位とが選択的に接続され、
駆動電流及び第３電位を可変構造にしている。
【０００６】
　この駆動装置によれば、駆動電流及び第３電位を可変（Ｒ、Ｇ、Ｂを個別に調整可能）
としたことにより、発光色が互いに異なるＲ、Ｇ、ＢのＥＬ素子各々の両端電圧が走査期
間に各々の所望の電圧に達するまでに変化する電圧変化幅を互いに等しくすることができ
るので、発光色が互いに異なるＲ、Ｇ、ＢのＥＬ素子各々の発光の立ち上がり特性を改善
することができる。
【０００７】
　特許文献２には、バックライト型の液晶（以下、「ＬＣＤ」という。）表示パネル等の
平面表示パネルにおいて、利用者の好みや利用の実情（周囲の明るさ）等を反映した輝度
（例えば、バックライトの輝度）の自動調整が行える技術が記載されている。この技術で
は、バックライト等の輝度調整可能な表示画面と、前記表示画面の近傍に設けられ、周囲
の明るさを検知するセンサとを有し、前記センサからの検出信号に基づいて前記表示画面
の輝度調整（一括調整）を自動的に行う平面表示パネルにおいて、前記表示画面の輝度を
利用者が設定する設定手段と、前記設定手段によって輝度が設定された際に、前記センサ
による周囲の明るさの検出値と、前記設定手段によって設定された輝度値とに基づいて、
前記表示画面の輝度特性を設定する輝度特性設定手段と、前記設定手段による設定後に、
前記輝度特性設定手段によって設定された輝度特性と前記センサからの検出信号とに基づ
いて、前記表示画面の輝度を自動調整する輝度調整手段とを有している。
【０００８】
　特許文献３には、輝度調整の容易なカラー発光ダイオード（以下、「ＬＥＤ」という。
）集合ランプパネルの技術が記載されている。この技術では、Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色のＬＥ
Ｄを複数個を用いて１つの画素とし、該画素を複数個配列してカラー表示する集合ランプ
パネルモジュールにおいて、調光回路を各色ＬＥＤ制御回路に設け、各色独立に調光して
明るさを調整する前記調光回路の周波数の制御手段を有している。
【０００９】
　特許文献４には、ガス放電発光を利用して画像表示を行うプラズマ表示パネル（以下、
「ＰＤＰ」という。）における輝度調整装置の技術が記載されている。この技術では、１
フィールドの画像情報を輝度の大きさに応じた複数の画素データに分割してこの輝度の大
きさに応じて前記画素データ各々における発光回数を設定して発光駆動を行うことにより
階調表示を行うＰＤＰの輝度調整装置において、調整すべき輝度レベルに対応した輝度調
整信号を発生する輝度調整信号発生手段と、前記輝度調整信号の値が、互いに異なる範囲
によって区分けされる複数の領域の内のいずれの領域に該当するかを判定する領域判定手
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段と、前記領域判定手段にて判定された判定領域に対応した発光回数を設定する発光回数
設定手段と、前記判定領域に対応したゲイン特性にて前記画素データのゲイン調整を行う
ゲイン調整手段とを有している。これにより、輝度調整に応じて、放電発光回数の調整と
、画素データのゲイン調整とを連動して行え、パネル全体の輝度を連続的に個別調整でき
る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従来の有機ＥＬパネル等の薄型多色表示パネルにおける色合い調整回路では、例えば、
Ｒ、Ｇ、Ｂの３原色の発光素子を３個用いて１つの画素とし、各Ｒ、Ｇ、Ｂ発光素子に異
なる駆動電流或いは駆動電圧を供給して所望の発光色を得るようにしている。多数の画素
がマトリックス状に配列された表示パネルにおいて、多数のＲ発光素子群、Ｇ発光素子群
、及びＢ発光素子群の色合い調整を行う方式には、Ｒ発光素子群とＧ発光素子群とＢ発光
素子群とを個別に調整する個別調整方式と、Ｒ発光素子群、Ｇ発光素子群、及びＢ発光素
子群を一括して調整する一括調整方式とがある。
【００１１】
　個別調整方式では、各Ｒ、Ｂ、Ｇ発光素子群毎にそれに応じた駆動電流或いは駆動電圧
でＲ、Ｂ、Ｇの各発光色を個別に調整するので、所望の色画像表示が行える利点が有るが
、色調整回路数が増えて回路規模が大きくなるという欠点が有る。これに対し、一括調整
方式では、Ｒ、Ｂ、Ｇ発光素子群を一括して共通の色調整回路により駆動電流或いは駆動
電圧で発光色を調整するので、色調整回路数が少なく回路規模を小さくできるという利点
があるが、各Ｒ、Ｂ、Ｇ毎の調整を行っていないので、色画像表示特性が悪いという欠点
が有る。この色画像表示特性を向上させるためには、各Ｒ、Ｂ、Ｇ毎の個別の色微調整回
路を設ければ良いが、色調整回路全体の回路規模が大きくなってしまう。
【００１２】
　そのため、回路規模を小さくしつつ、各Ｒ、Ｂ、Ｇ毎の微調整が可能で、所望の色画像
表示が行える、有機ＥＬパネル等の薄型多色表示パネルにおける色合い調整回路が望まれ
ていた。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は、Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の有機ＥＬ素子からなる画素が複数個マトリックス状に配置
されたパネル面を有する表示パネルに設けられる、表示パネルの色合い調整回路において
、基準電圧を生成する基準電圧生成部と、一括調整部と、Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の個別調整部と
、駆動部と、出力段とを備えている。ここで、前記一括調整部は、前記基準電圧を分圧し
て複数の分圧電圧を生成する分圧回路と、輝度調整信号に基づき、前記分圧回路から前記
分圧電圧を選択して出力する選択回路と、を備え、選択された前記分圧電圧を電流に変換
して一括調整電流を生成するものである。前記Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の個別調整部は、Ｒ、Ｇ、
Ｂ個別の色調整信号に基づき、前記一括調整電流を基にＲ、Ｇ、Ｂ青個別の個別調整電流
をそれぞれ生成するものである。前記駆動部は、前記各個別調整電流をそれぞれ駆動して
Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の個別駆動電流を生成するものである。更に、前記出力段は、前記各個別
駆動電流を出力して前記Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の有機ＥＬ素子をそれぞれ発光させるものである
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の表示パネルの色合い調整回路によれば、次の（ａ）～（ｆ）のような効果があ
る。
　（ａ）　一括調整部により、基準電圧から基準電流を生成し、この基準電流を輝度調整
信号により一括輝度調整して一括調整電流を生成した後、各Ｒ、Ｇ、Ｂ個別調整部におい
て、色調整信号により各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎に個別に微調整して個別調整電流を生成し、各Ｒ、
Ｇ、Ｂ用有機ＥＬ素子を所望の色合いで発光させるようにしたので、一括調整部と各Ｒ、
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Ｇ、Ｂ個別調整部とを回路上分離することで、色合い調整回路全体の回路規模を削減でき
る。
【００１５】
　（ｂ）　各Ｒ、Ｇ、Ｂ用表示素子の発光の色合いを決めるために、基準電流に対して輝
度の一括調整及び各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別色微調整が同時に可能となる。
【００１６】
　（ｃ）　色合いの一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると回路規模が大きくなるが、本
発明では、一括調整部はＲ、Ｇ、Ｂ共通で、個別調整部のみをＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けてい
るので、回路規模を削減できる。
【００１７】
　（ｄ）　Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の色合い調整は、パネル面の構造や表示素子の特性等によって決
まるため、例えば、メーカの製品出荷時に一度、個別設定すれば、その後は一括調整のみ
で運用可能となる。一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると、運用時に、Ｒ、Ｇ、Ｂの色
合いは変えなくてもよいのに、一括調整を行うためにＲ、Ｇ、Ｂ全てを設定する必要があ
るが、本発明ではそのような不都合をなくすことができる。
【００１８】
　（ｅ）　例えば、一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると、基準電流生成のための外付
け抵抗を３個設ける必要があり、その各外付け抵抗のばらつきにより電流誤差が生じる。
しかし、本発明では、一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ共通にしているので、例えば、外付け抵抗
も１個で良く、抵抗のばらつきを考慮する必要がなくなり、輝度調整を簡易化できると共
に精度を向上できる。
【００１９】
　（ｆ）　例えば、第１のカレントミラー回路を各同一サイズの複数のトランジスタで構
成した場合、製造が容易になるという効果もある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明を実施するための形態としては、例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂ個別の有機ＥＬ素子からな
る画素が複数個マトリックス状に配置されたパネル面を有する表示パネルに設けられる、
表示パネルの色合い調整回路において、基準電圧生成部と、一括調整部と、Ｒ、Ｇ、Ｂ個
別の個別調整部と、駆動部と、出力段とを備えている。
【００２１】
　前記一括調整部は、基準電圧を分圧して複数の分圧電圧を生成する分圧回路と、輝度調
整信号に基づき、前記複数の分圧電圧から１つの分圧電圧を選択して出力する選択回路と
、第１の演算増幅器（以下、「オペアンプ」という。）を用いて前記１つの分圧電圧を分
圧電流に変換し、この分圧電流を抵抗及びトランジスタを用いて定電流化して一括調整電
流を出力する電流変換・定電流回路とで構成している。前記各個別調整部は、各色調整信
号に基づきオン／オフ動作して各個別調整電流を生成する並列接続された複数のトランジ
スタを有する１：Ｎ（但し、Ｎは任意の正の整数）の比の第１のカレントミラー回路によ
り構成している。
【００２２】
　前記駆動部は、前記第１のカレントミラー回路で生成された前記各個別調整電流を駆動
する並列接続された複数のトランジスタを有するＮ：Ｎの比の第２のカレントミラー回路
と、前記第２のカレントミラー回路で駆動された前記各個別調整電流を増幅して各個別駆
動電流を生成する第２のオペアンプとで構成している。前記出力段は、前記各個別駆動電
流を出力する並列接続された複数のトランジスタを有するＮ：Ｎの比の第３のカレントミ
ラー回路で構成している。
【実施例１】
【００２３】
（構成）
　図２は、本発明の実施例１を示す表示パネル（例えば、パッシブマトリックス構造を有
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する有機ＥＬパネル）の概略の構成図である。
【００２４】
　この有機ＥＬパネルは、画像表示用のパネル面１０を有している。パネル面１０内には
、行方向に配置された複数のロウ電極１１－１～１１－ｎ（但し、ｎは任意の正の整数）
と、列方向に配置された複数のカラム電極１２－１～１２－ｍ（但し、ｍは任意の正の整
数）とが設けられ、これらの交差箇所にＥＬ素子１３がそれぞれ設けられ、ｎ×ｍ個マト
リックス状に配置されている。各ＥＬ素子１３は、Ｒ発光をするＥＬ素子１３Ｒ、Ｇ発光
をするＥＬ素子１３Ｇ、及びＢ発光をするＥＬ素子１３Ｂにより１画素が形成され、多数
の画素により表示画面が形成されている。
【００２５】
　ロウ電極１１－１～１１－ｎにロウドライバ２１が接続されと共に、カラム電極１２－
１～１２－ｍにカラムドライバ２２が接続されている。ロウドライバ２１は、例えば、各
ロウ電極１１－１～１１－ｎをグランド電位ＧＮＤ側又は電源電位ＶＣＣ側に切り替える
スイッチ素子を複数有し、これらのスイッチ素子により、複数のロウ電極１１－１～１１
－ｎを電源電位ＶＣＣ側からグランド電位ＧＮＤ側へ順に切り替え接続することにより、
複数のロウ電極１１－１～１１－ｎを順に走査するようになっている。カラムドライバ２
２は、駆動電流供給用の複数の出力段トランジスタ等で構成され、走査されているロウ電
極（例えば、グランド電位ＧＮＤ側に接続された１１－１）に対して、発光対象となる画
素のＥＬ素子（例えば、１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ）が接続されたカラム電極１２－１，１
２－２，１２－３に個別駆動電流を供給するための回路である。
【００２６】
　ロウドライバ２１及びカラムドライバ２２は、コントローラ２３により制御される。コ
ントローラ２３は、画像データやクロック信号等に基づき、ロウドライバ２１内のスイッ
チ素子を切り替えるための制御信号を出力すると共に、カラムドライバ２２内の出力段ト
ランジスタ等に所定の電流を供給する機能等を有している。
【００２７】
　図３は、図２の動作を示すタイムチャートである。
　コントローラ２３の制御により、ロウドライバ２１によって複数のロウ電極１１－１～
１１－ｎが順に走査されると、画像データに対応したレベルの個別駆動電流がカラムドラ
イバ２２から出力され、複数のカラム電極１２－１～１２－ｍに順に供給される。これに
より、多数のＥＬ素子１３が所定の色で発光し、画像データが所望の色で画像表示される
。
　図１は、図２の有機ＥＬパネルに搭載される実施例１の色合い調整回路を示す概略の構
成図である。
【００２８】
　この色合い調整回路は、直流の基準電圧Ｖ０を生成する基準電圧生成部３０を有し、こ
の出力側に一括調整部４０が接続されている。一括調整部４０は、基準電圧Ｖ０を入力し
、ユーザ設定により与えられる一括輝度調整用の輝度調整信号Ｓ１によりその基準電圧Ｖ
０を変化させた後に、電流に変換して安定した一括調整電流Ｉを生成する回路であり、こ
の出力側に赤色用のＲ個別整部５０Ｒ、緑色用のＧ個別調整部５０Ｇ、及び青色用のＢ個
別調整部５０Ｂが接続されている。
【００２９】
　Ｒ個別調整部５０Ｒは、一括調整電流Ｉを入力し、ユーザ設定により与えられる赤色微
調整用の色調整信号Ｓ２Ｒによりその一括調整電流Ｉを変化させて微調整済みの赤色用の
個別調整電流ＩＲを出力する回路であり、この出力側に赤色用の駆動部６０Ｒが接続され
ている。Ｇ個別調整部５０Ｇは、一括調整電流Ｉを入力し、ユーザ設定により与えられる
緑色微調整用の色調整信号Ｓ２Ｇによりその一括調整電流Ｉを変化させて微調整済みの緑
色用の個別調整電流ＩＧを出力する回路であり、この出力側に緑色用の駆動部６０Ｇが接
続されている。Ｂ個別調整部５０Ｂは、一括調整電流Ｉを入力し、ユーザ設定により与え
られる青色微調整用の色調整信号Ｓ２Ｂによりその一括調整電流Ｉを変化させて微調整済



(7) JP 4081462 B2 2008.4.23

10

20

30

40

50

みの青色用の個別調整電流ＩＢを出力する回路であり、この出力側に青色用の駆動部６０
Ｂが接続されている。
【００３０】
　各駆動部６０Ｒ，６０Ｇ，６０Ｂは、入力された各個別調整電流ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを多
数の負荷に供給するためにその各個別調整電流ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを駆動する回路であり、
これらの出力側に赤色用の出力段７０Ｒ、緑色用の出力段７０Ｇ、及び青色用の出力段７
０Ｂがそれぞれ接続されている。赤色用の出力段７０Ｒは、ｍ段の出力トランジスタ及び
選択用のスイッチ素子等で構成され、制御信号Ｓ３Ｒによりオン／オフ動作するスイッチ
素子により出力トランジスタが選択され、この選択された出力トランジスタから出力され
るＲ個別駆動電流を、図２中のカラム電極１２－１，・・・へ供給する回路である。
【００３１】
　同様に、緑色用の出力段７０Ｇは、ｍ段の出力トランジスタ及び選択用のスイッチ素子
等で構成され、制御信号Ｓ３Ｇによりオン／オフ動作するスイッチ素子により出力トラン
ジスタが選択され、この選択された出力トランジスタから出力されるＧ個別駆動電流を、
カラム電極１２－２，・・・へ供給する回路である。青色用の出力段７０Ｂは、ｍ段の出
力トランジスタ及び選択用のスイッチ素子等で構成され、制御信号Ｓ３Ｂによりオン／オ
フ動作するスイッチ素子により出力トランジスタが選択され、この選択された出力トラン
ジスタから出力されるＢ個別駆動電流を、カラム電極１２－３，・・・へ供給する回路で
ある。
【００３２】
　図１の色合い調整回路は、例えば、基準電圧生成部３０、一括調整部４０、Ｒ、Ｇ、Ｂ
個別調整部５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂ、及び駆動部６０Ｒ，６０Ｇ，６０Ｂを図２中のコン
トローラ２３内に設け、出力段７０Ｒ，７０Ｇ，７０Ｂをカラムドライバ２２内に設けて
も良いし、或いは、駆動部６０Ｒ，６０Ｇ，６０Ｂもカラムドライバ２２内に設けても良
く、いずれにせよ、図１の各回路部を図２中のいずれの回路部内に設けるかは任意である
。
【００３３】
（動作）
　基準電圧生成部３０から直流の基準電圧Ｖ０が出力されて一括調整部４０に供給される
と、一括調整部４０では、ユーザ設定による輝度調整信号Ｓ１に基づき、基準電圧Ｖ０を
変化させ、この変化させた電圧を電流に変換し、安定した一括調整電流Ｉを生成して各Ｒ
、Ｇ、Ｂ個別調整部５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂに与える。各Ｒ、Ｇ、Ｂ個別調整部５０Ｒ，
５０Ｇ，５０Ｂでは、ユーザ設定による色調整信号Ｓ２Ｒ，Ｓ２Ｇ，Ｓ２Ｂに基づき、一
括調整電流ＩをＲ、Ｇ、Ｂ毎に微少変化させて微調整し、各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別調整電流
ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを出力する。
【００３４】
　各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別調整電流ＩＲ，ＩＧ，ＩＢは、各Ｒ、Ｇ、Ｂ用駆動部６０Ｒ，６
０Ｇ，６０Ｂにより駆動された後、この駆動された各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別駆動電流が各Ｒ
、Ｇ、Ｂ用出力段７０Ｒ，７０Ｇ，７０Ｂに供給される。各Ｒ、Ｇ、Ｂ用出力段７０Ｒ，
７０Ｇ，７０Ｂでは、コントローラ２３等から与えられる各制御信号Ｓ３Ｒ，Ｓ３Ｇ，Ｓ
３Ｂにより、内部に設けられたスイッチ素子がオン／オフ動作して各ｍ段の出力トランジ
スタが所定のタイミングで選択され、選択された出力トランジスタから各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の
個別駆動電流を出力する。これにより、各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別駆動電流が図２のパネル面
１０内のカラム電極１２－１，・・・に供給され、各Ｒ、Ｇ、Ｂ用ＥＬ素子１３Ｒ，１３
Ｇ，１３Ｂが所望の色合いで発光して画像表示される。
【００３５】
（効果）
　本実施例１では、一括調整部４０により、基準電圧Ｖ０から基準電流を生成し、この基
準電流を、ユーザ設定による輝度調整信号Ｓ１により一括輝度調整して一括調整電流Ｉを
生成した後、各Ｒ、Ｇ、Ｂ個別調整部５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂにおいて、ユーザ設定によ
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る色調整信号Ｓ２Ｒ，Ｓ２Ｇ，Ｓ２Ｂにより各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎に個別に微調整して個別調整
電流ＩＲ，ＩＧ，ＩＢを生成し、各Ｒ、Ｇ、Ｂ用ＥＬ素子１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂを所望
の色合いで発光させるようにしたので、一括調整部４０と各Ｒ、Ｇ、Ｂ個別調整部５０Ｒ
，５０Ｇ，５０Ｂとを回路上分離することで、色合い調整回路全体の回路規模を削減でき
る。これにより、具体的には次の（ａ）～（ｃ）のような効果がある。
【００３６】
　（ａ）　各Ｒ、Ｇ、Ｂ用ＥＬ素子１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの発光の色合いを決めるため
に、基準電流に対して輝度の一括調整及び各Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別色微調整が同時に可能と
なる。
【００３７】
　（ｂ）　色合いの一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると回路規模が大きくなるが、本
実施例１では、一括調整部（４０）はＲ、Ｇ、Ｂ共通で、個別調整部５０Ｒ，５０Ｇ，５
０ＢのみをＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けているので、回路規模を削減できる。
【００３８】
　（ｃ）　Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の色合い調整は、パネル面１０の構造やＥＬ素子１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂの特性等によって決まるため、例えば、メーカの製品出荷時に一度、個別設定す
れば、その後は一括調整のみで運用可能となる。一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると
、運用時に、Ｒ、Ｇ、Ｂの色合いは変えなくてもよいのに、一括調整を行うためにＲ、Ｇ
、Ｂ全てを設定する必要があるが、本実施例１ではそのような不都合をなくすことができ
る。
【実施例２】
【００３９】
（構成）
　図４は、本発明の実施例１における図１の色合い調整回路を具体化した本発明の実施例
２を示す色合い調整回路の概略の構成図であり、図１中の要素と共通の要素には共通の符
号が付されている。
【００４０】
　この実施例２の色合い調整回路では、図１の基準電圧生成部３０が、基準電圧Ｖ０を出
力するバッテリ等の電源３１により構成され、この出力側に図１の一括調整部４０が接続
されている。図１の一括調整部４０は、基準電圧Ｖ０を抵抗分圧して複数の基準電圧を生
成する分圧回路４１と、輝度調整信号Ｓ１に基づいてその複数の基準電圧から所望の１つ
の基準電圧Ｖ１を選択する選択回路４２と、基準電圧Ｖ１を電流に変換した後に定電流の
一括調整電流Ｉを出力する電流変換・定電流回路とで構成されている。
【００４１】
　分圧回路４１は、基準電圧Ｖ０を分圧するｉ個（但し、ｉは２以上の正の整数）の分圧
抵抗４１－１～４１－ｉを有し、これらが電源３１とグランドとの間に直列に接続され、
各分圧抵抗４１－１～４１－ｉからｉ個の基準電圧を出力する回路であり、この出力側に
選択回路４２が接続されている。選択回路４２は、輝度調整信号Ｓ１に基づいてｉ個の基
準電圧から１つの基準電圧Ｖ１を選択する回路であり、輝度調整信号Ｓ１によりオン／オ
フ動作するｉ個のセレクタ４２－１～４２－ｉにより構成され、この出力側に電流変換・
定電流回路が接続されている。
【００４２】
　電流変換・定電流回路は、基準電圧Ｖ１を電流に変換する第１のオペアンプ４３と、定
電流用の抵抗４４及びサイズ１のＰチャネル型ＭＯＳトランジスタ（以下、「ＰＭＯＳ」
という。）４５とで構成されている。オペアンプ４３は、選択回路４２の出力側に接続さ
れた負入力端子と、抵抗４４の一端に接続された正入力端子とを有し、その抵抗４４の他
端がグランドに接続されている。オペアンプ４３の出力端子は、ＰＭＯＳ４５のゲートに
接続され、このＰＭＯＳ４５のソースが電源電位ＶＣＣのノードに接続され、該ＰＭＯＳ
４５のドレインが抵抗４４の一端に接続されている。ＰＭＯＳ４５のゲートは、同一構成
の各Ｒ、Ｇ、Ｂ調整ブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０Ｂの入力側に接続されている。
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【００４３】
　Ｒ調整ブロック８０Ｒは、図１のＲ個別調整部５０Ｒ及び駆動部６０Ｒにより構成され
ている。同様に、Ｇ調整ブロック８０Ｇは、図１のＧ個別調整部５０Ｇ及び駆動部６０Ｇ
により構成され、Ｂ調整ブロック８０Ｂは、図１のＢ個別調整部５０Ｂ及び駆動部６０Ｂ
により構成されている。各Ｒ、Ｇ、Ｂ調整ブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０Ｂの出力側には
、図１の各ｍ段の出力段７０Ｒ，７０Ｇ，７０Ｂがそれぞれ接続されている。
【００４４】
　図１のｍ段の出力段７０Ｒにおいて、１段目は、ゲートが共通に接続されたＮ：Ｎの比
のＰＭＯＳ７１－１Ｒ～７１－ｊＲ（但し、ｊは任意の正の整数）からなるカレントミラ
ー回路で構成され、この１段目のＰＭＯＳ７１－１Ｒのゲートに、同様の複数のＰＭＯＳ
のゲートが共通に接続されたカレントミラー回路が、（ｍ－１）段並列に接続されている
。各段のカレントミラー回路を構成するＰＭＯＳ７１－１Ｒ～７１－ｊＲ，・・・は、ゲ
ートが共通に接続され、ソースが電源電位ＶＣＣのノードに接続され、ドレインが図２の
カラム電極１２－１～１２－ｊ，・・・に接続されている。各カラム電極１２－１～１２
－ｊ，・・・は、ＲのＥＬ素子１３Ｒ，・・・を介してロウ電極１１－１，・・・に接続
されている。更に、１段目の各ＰＭＯＳ７１－１Ｒ～７１－ｊＲのドレインは、制御信号
Ｓ３Ｒによりオン／オフ動作するスイッチ素子７２－１Ｒ～７２－ｊＲを介して、それぞ
れグランドに接続されている。ＥＬ素子１３Ｒ，・・・を発光させる時には、制御信号Ｓ
３Ｒによりスイッチ素子７２－１Ｒ～７２－ｊＲをオフ状態にして、ＰＭＯＳ７１－１Ｒ
～７１－ｊＲ，・・・のドレインをグランドから切り離し、これらのＰＭＯＳ７１－１Ｒ
～７１－ｊＲ，・・・のドレインから出力される個別駆動電流を、カラム電極１２－１～
１２－ｊ，・・・側へ供給する。
【００４５】
　同様に、図１のｍ段の出力段７０Ｇにおいて、１段目は、ゲートが共通に接続されたＮ
：Ｎの比のＰＭＯＳ７１－１Ｇ～７１－ｊＧからなるカレントミラー回路で構成され、こ
の１段目のＰＭＯＳ７１－１Ｇのゲートに、同様の複数のＰＭＯＳのゲートが共通に接続
されたカレントミラー回路が、（ｍ－１）段並列に接続されている。各段のカレントミラ
ー回路を構成するＰＭＯＳ７１－１Ｇ～７１－ｊＧ，・・・は、ゲートが共通に接続され
、ソースが電源電位ＶＣＣのノードに接続され、ドレインが図２のカラム電極１２－２～
１２－（ｊ＋１），・・・に接続されている。各カラム電極１２－２～１２－（ｊ＋１）
，・・・は、ＧのＥＬ素子１３Ｇ，・・・を介してロウ電極１１－１，・・・に接続され
ている。更に、１段目の各ＰＭＯＳ７１－１Ｇ～７１－ｊＧのドレインは、制御信号Ｓ３
Ｇによりオン／オフ動作するスイッチ素子７２－１Ｇ～７２－ｊＧを介して、それぞれグ
ランドに接続されている。ＥＬ素子１３Ｇ，・・・を発光させる時には、制御信号Ｓ３Ｇ
によりスイッチ素子７２－１Ｇ～７２－ｊＧをオフ状態にして、ＰＭＯＳ７１－１Ｇ～７
１－ｊＧ，・・・のドレインをグランドから切り離し、これらのＰＭＯＳ７１－１Ｇ～７
１－ｊＧ，・・・のドレインから出力される個別駆動電流を、カラム電極１２－２～１２
－（ｊ＋１），・・・側へ供給する。
【００４６】
　図１のｍ段の出力段７０Ｂにおいて、１段目は、ゲートが共通に接続されたＮ：Ｎの比
のＰＭＯＳ７１－１Ｂ～７１－ｊＢからなるカレントミラー回路で構成され、この１段目
のＰＭＯＳ７１－１Ｂのゲートに、同様の複数のＰＭＯＳのゲートが共通に接続されたカ
レントミラー回路が、（ｍ－１）段並列に接続されている。各段のカレントミラー回路を
構成するＰＭＯＳ７１－１Ｂ～７１－ｊＢ，・・・は、ゲートが共通に接続され、ソース
が電源電位ＶＣＣのノードに接続され、ドレインが図２のカラム電極１２－３～１２－（
ｊ＋２），・・・に接続されている。各カラム電極１２－３～１２－（ｊ＋２），・・・
は、ＢのＥＬ素子１３Ｂ，・・・を介してロウ電極１１－１，・・・に接続されている。
更に、１段目の各ＰＭＯＳ７１－１Ｂ～７１－ｊＢのドレインは、制御信号Ｓ３Ｂにより
オン／オフ動作するスイッチ素子７２－１Ｂ～７２－ｊＢを介して、それぞれグランドに
接続されている。ＥＬ素子１３Ｂ，・・・を発光させる時には、制御信号Ｓ３Ｂによりス
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イッチ素子７２－１Ｂ～７２－ｊＢをオフ状態にして、ＰＭＯＳ７１－１Ｂ～７１－ｊＢ
，・・・のドレインをグランドから切り離し、これらのＰＭＯＳ７１－１Ｂ～７１－ｊＢ
，・・・のドレインから出力される個別駆動電流を、カラム電極１２－３～１２－（ｊ＋
２），・・・側へ供給する。
【００４７】
　図５は、図４中のＲ調整ブロック８０Ｒを示す概略の構成図である。
　Ｒ調整ブロック８０Ｒは、図４中の他のＧ、Ｂ調整ブロック８０Ｇ，８０Ｂと同一の構
成であり、図１中のＲ個別調整部５０Ｒと駆動部６０Ｒとで構成されている。
【００４８】
　Ｒ個別調整部５０Ｒは、１：Ｎの比のｋ個（例えば、５個）のＰＭＯＳ５１－１～５１
－５からなる第１のカレントミラー回路５１と、色調整信号Ｓ２Ｒによりオン／オフ動作
してそのＰＭＯＳ５１－１～５１－５のいずれか１つを選択するためのｋ個（例えば、５
個）のスイッチ素子５２－１～５２－５からなるスイッチ回路５２とで構成されている。
カレントミラー回路５１を構成するＰＭＯＳ５１－１～５１－５は、トランジスタサイズ
が例えば３２、１６、８、４、２であり、これらのゲートが共通に接続され、ドレインも
共通に接続されている。各ＰＭＯＳ５１－１～５１－５のソースは、スイッチ素子５２－
１～５２－５を介して電源電位ＶＣＣのノードに接続されている。色調整信号Ｓ２Ｒによ
りいずれか１つのスイッチ素子（例えば、５２－２）がオン状態になると、このスイッチ
素子５２－２に接続されたＰＭＯＳ５１－２のソース・ドレイン間に、このトランジスタ
サイズ１６に応じた個別調整電流ＩＲが流れる。
【００４９】
　図１中の駆動部６０Ｒは、Ｒ個別調整部５０Ｒから出力される個別調整電流ＩＲを入力
するＮ：Ｎの比のｐ個（例えば、２個）のＮチャネル型ＭＯＳトランジスタ（以下、「Ｎ
ＭＯＳ」という。）６１－１，６１－２からなる第２のカレントミラー回路６１と、ＮＭ
ＯＳ６１－２の出力を駆動する第２のオペアンプ６２及びＰＭＯＳ６３とで構成されてい
る。カレントミラー回路６１を構成するＮＭＯＳ６１－１，６１－２のゲートは共通に接
続され、このＮＭＯＳ６１－１のドレインが、自己のゲートとＰＭＯＳ５１－１～５１－
５のドレインに接続され、該ＮＭＯＳ６１－１，６１－２のソースが、グランドに接続さ
れている。ＮＭＯＳ６１－１のドレイン・ソース間に流れる個別調整電流ＩＲと同一比の
電流が、ＮＭＯＳ６１－２のドレイン・ソース間に流れる。
【００５０】
　ＮＭＯＳ６１－２のドレイン及びゲートは、オペアンプ６２の正入力端子及び負入力端
子にそれぞれ接続されている。オペアンプ６２の出力端子は、ＰＭＯＳ６３のゲートに接
続され、このＰＭＯＳ６３のソースが電源電位ＶＣＣのノードに接続され、該ＰＭＯＳ６
３のドレインがＮＭＯＳ６１－２のドレインに接続されている。オペアンプ６２及びＰＭ
ＯＳ６３により、ＮＭＯＳ６１－２のドレイン・ソースに流れる電流が駆動され、該オペ
アンプ６２の出力端子から、安定化された個別駆動電流が出力される。
【００５１】
（動作）
　電源３１から出力された直流の基準電圧Ｖ０は、分圧回路４１で複数の電圧に分圧され
、この分圧電圧の１つが、ユーザ設定による輝度調整信号Ｓ１によりオン状態になる選択
回路４０内のセレクタ（例えば、４２－２）で選択され、基準電圧Ｖ１が出力される。こ
の基準電圧Ｖ１は、オペアンプ４３により電流に変換され、ＰＭＯＳ４５により定電流化
されて該オペアンプ４３の出力端子から一定の一括調整電流Ｉが出力される。
【００５２】
　一括調整電流Ｉは、ユーザ設定による色調整信号Ｓ２Ｒ，Ｓ２Ｇ，Ｓ２Ｂに基づき、各
Ｒ、Ｇ、Ｂ調整ブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０ＢにおいてＲ、Ｇ、Ｂ個別に微調整され、
Ｒ、Ｇ、Ｂ毎の個別駆動電流が生成される。
【００５３】
　例えば、Ｒ調整ブロック８０Ｒにおいて、入力された一括調整電流Ｉは、色調整信号Ｓ
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２Ｒによりオン状態になるスイッチ素子（例えば、５１－３）を介してＰＭＯＳ５１－３
により、カレントミラー比１：８に比例した個別調整電流ＩＲが生成される。生成された
個別調整電流ＩＲは、ＮＭＯＳ６１－１のドレイン・ソース間を流れ、これと同一の電流
がＮＭＯＳ６１－２のドレイン・ソース間にも流れ、オペアンプ６２及びＰＭＯＳ６３に
より定電流化されて個別駆動電流が生成される。
【００５４】
　各Ｒ、Ｇ、Ｂ調整ブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０Ｂで生成されたＲ、Ｇ、Ｂ毎の個別駆
動電流は、制御信号Ｓ３Ｒ，Ｓ３Ｇ，Ｓ３Ｂにより制御される出力段７０Ｒ，７０Ｇ，７
０Ｂから、選択されたカラム電極１１－１，・・・へ出力され、ＥＬ素子１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂが所望の色合いで発光する。
【００５５】
（効果）
　本実施例２では、実施例１とほぼ同様に、輝度一括調整用の選択回路４２と色個別調整
用の各Ｒ、Ｇ、Ｂ調整ブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０Ｂとを回路上分離することで、色合
い調整回路全体の回路規模を削減できる。これにより、実施例１の効果に加えて、次の（
ｄ）のような効果もある。
【００５６】
　（ｄ）　一括調整部をＲ、Ｇ、Ｂ個別に設けると、基準電流生成のための外付け抵抗を
３個設ける必要があり、その各外付け抵抗のばらつきにより電流誤差が生じるが、本実施
例２では、一括調整部４０をＲ、Ｇ、Ｂ共通にしているので、外付け抵抗４４も１個で良
く、抵抗のばらつきを考慮する必要がなくなり、輝度調整を簡易化できると共に精度を向
上できる。
【実施例３】
【００５７】
（構成）
　図６は、本発明の実施例１における図１の色合い調整回路を具体化した本発明の実施例
３を示す色合い調整回路の概略の構成図であり、実施例１を示す図１及び実施例２を示す
図４、図５中の要素と共通の要素には共通の符号が付されている。
【００５８】
　図６に示す色合い調整回路は、図４に示す色合い調整回路中のＰＭＯＳ４５を、他の特
性のＰＭＯＳ１４５に置き換え、図４中の各Ｒ、Ｇ、Ｂブロック８０Ｒ，８０Ｇ，８０Ｂ
を、他の構成の各Ｒ、Ｇ、Ｂブロック１８０Ｒ，１８０Ｇ，１８０Ｂに置き換えている点
のみが実施例２と異なる。図６中のＰＭＯＳ１４５のトランジスタサイズは、幅Ｗ＝ａ、
長さＬ＝ｂ、個数ｍ＝１である。ａ，ｂは、任意のサイズである。その他の構成は、実施
例２と同様である。
【００５９】
　図７は、図６中のＲ調整ブロック１８０Ｒを示す概略の構成図である。
　Ｒ調整ブロック１８０Ｒは、図６中の他のＧ、Ｂ調整ブロック１８０Ｇ，１８０Ｂと同
一の構成であり、図５中の第１のカレントミラー回路５１及びスイッチ回路５２と異なる
構成の第１のカレントミラー回路１５１及びスイッチ回路１５２と、図５中のものと同一
の第２のカレントミラー回路６１、第２のオペアンプ６２及びＰＭＯＳ６３とで構成され
ている。他の構成は、実施例２と同様である。
【００６０】
　図７中のカレントミラー回路１５１は、１：Ｎの比のｑ個（例えば、７個）のＰＭＯＳ
１５１－１～１５１－７により構成されている。各ＰＭＯＳ１５１－１～１５１－７のト
ランジスタサイズは同一であり（幅Ｗ＝ａ、長さＬ＝ｂ、個数ｍ＝１）、これらのゲート
が共通に接続され、ドレインも共通に接続されている。７個のＰＭＯＳ１５１－１～１５
１－７は、レイアウト（配置）上、これらのＰＭＯＳ１５１－１～１５１－７の中央を中
心にしてミラー比が異なる該ＰＭＯＳを均等に配置してトランジスタ数ｍだけで１：Ｎの
カレントミラー比の電流を作り出す構成になっている。
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【００６１】
　図７中のスイッチ回路１５２は、電源電位ＶＣＣのノードとカレントミラー回路１５１
内のＰＭＯＳ１５１－１～１５１－７のソースとの間に接続され、色調整信号Ｓ２Ｒによ
りオン／オフ動作してＰＭＯＳ１５１－１～１５１－７を選択するためのｑ個（例えば、
７個）のスイッチ素子１５２－１ａ，１５２－２ａ，１５２－３ａ，１５２－１ｂ，１５
２－３ｂ，１５２－１ｃ，１５２－２ｂにより構成されている。スイッチ素子１５２－１
ａ，１５２－１ｂ，１５２－１ｃと、スイッチ素子１５２－２ａ，１５２－２ｂと、スイ
ッチ素子１５２－３ａ，１５２－３ｂとは、色調整信号Ｓ２Ｒによりそれぞれ同時にオン
／オフ動作する。スイッチ素子１５２－１ａ，１５２－１ｂ，１５２－１ｃは、ＰＭＯＳ
１５１－１，１５１－４，１５１－６のソースにそれぞれ接続され、スイッチ素子１５２
－２ａ，１５２－２ｂは、ＰＭＯＳ１５１－２，１５１－７のソースにそれぞれ接続され
、スイッチ素子１５２－３ａ，１５２－３ｂは、ＰＭＯＳ１５２－３，１５２－５のソー
スにそれぞれ接続されている。
【００６２】
　例えば、色調整信号Ｓ２Ｒにより、スイッチ素子１５２－１ａ，１５２－１ｂ，１５２
－１ｃが同時にオン状態になると、これらに接続されたＰＭＯＳ１５１－１，１５１－４
，１５１－６のソース・ドレイン間に電源電流が流れ、これらの共通ドレイン側ノードに
、トランジスタ数に応じた個別調整電流ＩＲが流れる。
【００６３】
（動作・効果）
　本実施例３の動作は、図７中のカレントミラー回路１５１及びスイッチ回路１５２の動
作が実施例２と異なるだけで、基本的な動作は実施例２と同様である。
【００６４】
　本実施例３は、実施例２と同様の効果があるが、図７中のカレントミラー回路１５１を
各同一サイズのＰＭＯＳ１５１－１～１５１－７で構成しているので、製造が容易になる
という効果もある。
【実施例４】
【００６５】
　本発明は、上記実施例１～３に限定されず、種々の変形が可能である。この変形例であ
る実施例４としては、例えば、次のようなものがある。
【００６６】
　図１中の各部３０，４０，５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂ，６０Ｒ，６０Ｒ，６０Ｇ，６０Ｂ
，７０Ｒ，７０Ｇ，７０Ｂの具体例を示す図４～図７の回路構成は、図示以外の他の回路
で構成しても良い。例えば、ＰＭＯＳをＮＭＯＳで構成したり、ＮＭＯＳをＰＭＯＳで構
成したり、或いはこれらのＭＯＳトランジスタをバイポーラトランジスタ等の他のトラン
ジスタで構成しても良い。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明は、有機ＥＬパネルに限定されず、他の平面表示パネル等における色合い調整回
路にも利用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の実施例１を示す色合い調整回路の構成図である。
【図２】本発明の実施例１を示す有機ＥＬパネルの構成図である。
【図３】図２の動作を示すタイムチャートである。
【図４】本発明の実施例２を示す色合い調整回路の構成図である。
【図５】図４中のＲ調整ブロックを示す構成図である。
【図６】本発明の実施例３を示す色合い調整回路の構成図である。
【図７】図６中のＲ調整ブロックを示す構成図である。
【符号の説明】
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【００６９】
　１０　　　　　　　　　　　　パネル面
　１１－１～１１－ｎ　　　　　ロウ電極
　１２－１～１２－ｍ　　　　　カラム電極
　１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ　　　ＥＬ素子
　３０　　　　　　　　　　　　基準電圧生成部
　４０　　　　　　　　　　　　一括調整部
　５０Ｒ，５０Ｇ，５０Ｂ　　　個別調整部
　６０Ｒ，６０Ｇ，６０Ｂ　　　駆動部
　７０Ｒ，７０Ｇ，７０Ｂ　　　出力段

【図１】

【図２】

【図３】
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